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「借金」削減について

市長の目標 :19年 度847億 円→26年度目標600億 円以下

罐懸蓼肇8需悟糞だ票舷皇に8管警筐ら県冒言農檬窪ば暑警意お象。
今まで以上に

目標として掲げたからには、全力で削減していく

18年度策定予定の施設改修 ・再編計画の基礎資料となる老朽化の度合いや運営
コス トなどを分析する 「施設自書」が公表されていないがどうなつているのか

もうしばらくお待ちいただきたい

市長は財政計画に関心がないのでは

「最大の関心は、財政健全化である」と指示を受けている

質問のやりとりの中で、スタートした 「まちづくり基本計画」が行政運営の根幹
に据えられているという印象がありませんでした。計画と財政を連結させ

なければ、計画書づくりが市役所の仕事になつてしまいます。

今後、借金を増大させない為にも、補助金適正化法が規制緩和されるので、

空き教室や幼稚園などを新たな福祉施設に活用した 「まちづくり」を進めてい

くべきです。

● 借金の残高

15年 度 16年 度 1フ 年度 18年 度

985億 955億 930億 859億

● 利子の償還額

補助金適正化法の規制緩和

概ね10年を経過した目庫補助金

を用いて建設された施設は、

補助目的を達成したものとみな

し、用途を変更できるように規

制が緩和される。
● 地方交付税

15年 度 16年 度 17年 度 18年 度

30億 27億 28億 1 9億

習志野市にとって、政府が進める三位一体 (補助金削減 ・地方交付税 ・税源委譲)

改革は、市の歳入となる地方交付税が徐々に減らされ、財政を苦しめている要因

でもあります。

「人件費 ・職員数」の削減について

電各 市政60周年に向けて削減をどのように考えているのか

平成23年度以降の 「定員適正化計画」の策定作業にとり掛かつたところなので
もう少し時間をいただきたい

15、18年度の市民調査では、 「職員数 ・人件費」の削減を進めるようにとの
結果が出ている。結果を受けどのように対応するのか

結果として受け止めるが、今まで以上に情報提供して、現状をご理解いただけ
るように努力する

18年3月に公表された計画では、あと70人の削減になっている。目標に向けて
削減する考えはないのか

行政運営の状況、職員の実態などを判断しながら計画していく

あ
今後、日標通 りに削減 していく

のかチェックしていきます。

やはり、40・50年後の人件費の圧迫

による市民サービスの低下の恐れや、

市民要請に応えるためにも、今後の職

員採用は減らすべきです。

また、団塊世代の退職に合わせて、

少数精鋭な市役所に改めるためには、

管理職の削減など 「組織機構改革」

も必要です。

● 職員の年齢構成 (平成20年4月1日現在)

50代

40代

30代
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10代

市政60周年
26年4月1日

平成1鮮円月策定の

定員適正化計画書 ・削減目標値
(1レ` ―ジ・情行日に掲載)

人件費は、10年前より約19億円の増加

状況にあります。市の年齢別構成を

みると、平成26年度の市政60周年まで

50代の年齢層が多いので、今後も給与や

退職金が多く支給される状況が続くのは

明確です。

15年 度 16年 度 17年 度 18年 度

27構獣9357フ5 26億6381万 24億4199万 231獣568フラ


